
え
ま
せ
ん
。
ワ
イ
ン
ブ
ー
ム
や
第
二
・
第

三
の
ビ
ー
ル
そ
し
て
チ
ュ
ー
ハ
イ
・
本
格

焼
酎
ブ
ー
ム
と
酒
類
業
界
内
の
変
遷
も
あ

り
ま
し
た
。
現
在
は
人
口
の
減
少
も
あ
り

ま
す
が
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
以
降
の
ア
ル
コ
ー

ル
飲
料
離
れ
、
飲
み
会
や
車
よ
り
も
携
帯

電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
な
ど

へ
価
値
観
の
変
化
も
大
き
な
要
因
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。 

 

何
が
正
し
い
と
言
う
事
は
無
い
と
思
い

ま
す
。
た
だ
私
は
日
本
酒
の
美
味
し
さ
を

わ
か
っ
て
頂
き
た
い
。
和
食
の
良
さ
、
食

べ
る
事
の
喜
び
、
そ
こ
に
日
本
酒
が
あ
る

事
の
素
晴
ら
し
さ
を
多
く
の
人
と
分
か
ち

合
う
た
め
に
、
今
年
も
一
生
懸
命
頑
張
っ

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

本
年
も
ご
愛
顧
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

人
能
く
道
を
弘
む 

 
 
 

 

代
表
取
締
役
社
長 

大
井
建
史 

  

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 

 

去
年
の
11
月
に
早
め
の
雪
が
降
り
始

め
た
割
に
は
、
た
い
し
た
積
雪
も
無
い

穏
や
か
な
正
月
を
迎
え
る
事
が
出
来
ま

し
た
。
天
寿
の
酒
蔵
で
は
蔵
人
の
新
旧

入
れ
替
わ
り
や
新
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の

取
り
組
み
の
中
、
順
調
に
酒
造
り
が
進

み
大
吟
醸
の
仕
込
み
の
準
備
に
気
合
を

入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

私
が
入
社
し
て
か
ら
二
十
年
以
上
過

ぎ
て
い
ま
す
が
、
本
当
に
大
き
く
環
境

が
変
わ
っ
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
バ

ブ
ル
崩
壊
後
に
帰
郷
し
た
「
失
わ
れ
た

十
年
」
と
言
わ
れ
る
期
間
は
、
第
一
次

地
酒
ブ
ー
ム
の
新
人
蔵
元
と
し
て
特
定

名
称
酒
の
商
品
開
発
、
地
元
や
名
門
酒

会
で
の
販
売
等
の
仕
事
と
共
に
Ｊ
Ｃ
や

商
工
会
青
年
部
・
消
防
団
・
祭
典
の
若

衆
等
を
夢
中
で
や
り
な
が
ら
も
、
こ
れ

ま
で
の
地
盤
や
地
域
文
化
が
崩
れ
て
お

ら
ず
、
地
方
が
こ
こ
ま
で
地
盤
沈
下
す

る
と
は
予
想
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

し
か
し
、
そ
の
後
細
川
首
相
の
行

な
っ
た
自
由
化
が
ボ
デ
ィ
ブ
ロ
ー
の
様

に
地
方
の
体
力
を
失
わ
せ
、
地
方
の
文

化
や
行
事
を
無
視
し
た
祝
日
の
変
更
や

市
町
村
合
併
に
よ
り
、
阪
神
淡
路
大
震

災
で
叫
ば
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
大

切
に
す
る
方
向
と
は
真
逆
の
方
向
に
走

り
続
け
地
方
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
崩

壊
を
促
進
し
、
無
資
源
国
で
は
円
安
傾

向
は
止
め
よ
う
も
無
く
日
本
は
ど
ん
ど

ん
貧
乏
に
な
り
、
目
先
の
対
策
し
か
行

な
わ
れ
な
い
農
業
は
梯
子
を
外
さ
れ
た

状
態
で
疲
弊
し
続
け
、
近
い
将
来
に
見

え
る
食
糧
不
足
の
時
に
は
そ
の
つ
け
が

跳
ね
返
っ
て
く
る
事
が
目
に
見
え
る
様

で
す
。 

 

こ
こ
十
年
の
金
融
再
生
を
中
心
と
し

た
中
央
経
済
復
興
中
心
の
政
策
の
結

果
、
地
方
の
変
化
は
大
変
厳
し
い
も
の

が
あ
り
、
人
口
の
減
少
・
財
政
の
悪
化

は
大
変
深
刻
な
状
態
に
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
様
な
中
、
天
寿
酒
米
研
究
会
と

の
原
料
米
契
約
栽
培
の
強
化
、
製
造
技

術
向
上
の
為
の
精
米
所
・
醗
酵
タ
ン
ク

等
の
設
備
投
資
、
蒸
し
米
や
麹
の
質
向

上
の
為
の
設
備
改
善
、
ビ
ン
貯
蔵
の
た

め
の
冷
蔵
倉
庫
の
建
設
、
花
酵
母
の
研

究
を
含
む
新
商
品
開
発
、
地
域
の
人
々

と
共
に
進
む
た
め
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
、
小
人
数
体
制
へ
の
移
行
等
弊
社

も
必
死
に
変
革
の
努
力
を
続
け
て
ま
い

り
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
国
内
に
お
け
る
日
本
酒
の

消
費
量
は
ピ
ー
ク
時
の
半
数
を
割
り
、

底
無
し
沼
の
よ
う
に
そ
の
先
行
き
は
見

天寿酒造株式会社 
〒015-0411 
秋田県由利本荘市矢島町城内字八森下117 
 TEL 0184-55-3165   FAX 0184-55-3167 

http://www.tenju.co.jp  
  第49号  2008年1月号 

秋
田
県
・
県
政
だ
よ
り
「
か
だ
ろ
」
新
年
号
表
紙

で
親
子
三
代
が
イ
ラ
ス
ト
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

●場所 天寿酒造株式会社 

●時間 AM10:00～PM4:00  
 

●参加無料 

酒蔵開放催事内容酒蔵開放催事内容● 

新酒が薫る酒蔵を、蔵人が

酒造りの行程毎に詳しく説

明し、ご案内致します。 

酒蔵探検 

第一部 11:00～12:00  

第二部 13:30～14:30 
毎年満員の人気公演。今年も「猿倉

人形芝居」を２回上演します。 

（無料） 

郷土芸能「猿倉人形」上演 

夏の間、無農薬田で活躍したアイガモが酒蔵開放で

も活躍します。今や名物となりました天寿のカモ鍋。

寒い冬、アツアツのカモ鍋と日本酒が最高です。 

 先着５００杯（一杯200円） 

天寿名物アイガモ鍋 

築170余年の天寿の座敷で
甘酒はいかがでしょうか。 

10時開始。 

座敷で甘酒を… 

●お問い合わせ 天寿酒造株式会社まで 0184-55-3165 

冬道の不安がありません。

お酒もゆっくり楽しめます。 

是非ご利用下さい。 

鳥海山麓線「おばこ号」 
（下記列車に限りフリー乗車できます。）   

無料列車運行 

本荘発 矢島発 

10:50 14:55 

11:52 15:50 

11：00、12：30、14：30に、もちつき大会を開
催します。誰でも参加出来ます。ついたおもち

はおしるこにして、無料サービス致します。 

おしるこ無料サービス 

※受付最終15：00 

酒蔵開放 

平成20年 
２ 月 ９日 (土) 

★急募★ 酒蔵開放のボランティアスタッフ募集（〆切日 平成20年1月31日） 

海の幸の販売です。 

煮タコ・沖漬イカ・沼エ

ビ・サキイカ・etc・・・ 

金浦町勘六商店 

海産物販売 

しぼりたての純米新酒を雪室に封印し５月まで氷温で貯

蔵します。この純米酒のまろやかな熟成と安全を祈願し

神事を行います。どんなお酒に仕上がっているか５月の

封印解除をお楽しみに。 

純米新酒雪室封印 
「鳥海水産」による国産

カジキマグロ解体ショー  

12時開始 他マグロ 
、筋子販売等  

マグロ解体ショー 

(先着１０名様限定）１４：３０～ 

 酒造りを見ているだけじゃ物足り
ない方におすすめ。《要事前予約》 

酒造り体験 

地元鳥海町百宅のそば粉、手

打ちソバが特別出店致します。

お昼も安心。 

百宅そば「ももや」 

酒蔵開放当日のみのしぼり

たて限定酒を販売致します。 

蔵元訪問者限定酒 
《秋田市より送迎付》   

ＪＲ秋田駅東口発（11：00と11：30） ⇒ 天寿 ⇒ 宿泊先 

⇒ 秋田駅東口 

酒蔵見学・温泉・料理・送迎と至れり尽せりプラン 

お得な宿泊プラン  



お酒のイベント 

NEWS 

 ご意見、ご感想をおきかせください。 

日本酒についてもっと知りたい方、天寿についての

情報を知りたい方、ご連絡をお待ちしております。 

●E-ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ  ･･････ info@tenju.co.jp 
●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ････http://www.tenju.co.jp 
●ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ ････････0120-50-3165 
●F A X ･･････････ 0184-55-3167 
★蔵見学希望の方は、準備等の都合がございますので事前にご連 
  絡下さい。 
★蔵元通信（2ヶ月に1度奇数月に発行予定）希望の方はご連絡下 
  さい。無料 
★メールニュース（天寿情報）希望の方は、ホームページの天寿  
  プレミア倶 楽部へお申し込み下さい。 

◆
◆
◆
◆ 

楽
し
む
会 

◆
◆
◆
◆   

 

美
酒
王
国
・
秋
田 

   

「
秋
田
の
酒
き
き
酒
会
」 

日   

時 

２
０
０
８
年
３
月
６
日(

木)  

場    

所 

グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
赤
坂 

   
  
   

新
館
２
Ｆ
ク
リ
ス
タ
ル
パ
レ
ス 

一
部  (

流
通
・
飲
食
店
・
マ
ス
コ
ミ
対
象) 

時     

間 

午
後
１
時
30
分
〜
５
時
迄
ま
で  

内   

容  

・ 

参
加
は
無
料
で
す
。  

・ 

流
通
・
飲
食
店
等
業
界
関
係
者
を
対
象

と
し
た
試
飲
商
談
会
で
す
。 

(

一
般
の
方
は
入
場
で
き
ま
せ
ん)  

・ 

銘
醸
地
秋
田
県
の
酒
蔵
26
社
が
各
蔵
の

自
慢
の
逸
品
と
お
燗
酒
を
準
備
し
て
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。   

最
強
の
女
性
応
援
団
に
よ
る 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
同
時
開
催  

 

「
日
本
酒
の
底
力
と
売
り
の
ツ
ボ
を
語
る
」 

開
催
時
間 

３
時
〜
４
時 

   

「
秋
田
の
酒
を
楽
し
む
会
」 

    

二
部   (

一
般
消
費
者
対
象) 

時  

間 

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分 

会  

費 

６
，０
０
０
円 

定  

員 

５
０
０
名(

定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す)  

《
締
め
切
り 

２
０
０
８
年
１
月
31
日(

木)

》  

「
美
酒
王
国
・
秋
田
の
酒
」は
四
季
折
々
の

美
し
い
自
然
の
中
、
良
質
な
酒
米
・
優
れ
た

技
能
を
持
つ
蔵
人
達
に
よ
っ
て
丁
寧
に
酵
さ

れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
秋
田
の
銘
酒
と
料
理
を
お
楽
し
み
い

た
だ
く
イ
ベ
ン
ト
を
第
二
部
と
し
て
開
催

致
し
ま
す
。皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。 

申
込
み
先   

秋
田
県
酒
造
協
同
組
合 

     U
R
L
  h
ttp
://w
w
w
.o
sake.o

r.jp
/ 

℡
：
０
１
８-

８
６
３-

６
４
５
５ 

 

◆
◆
◆
◆ 

味
わ
う
会 

◆
◆
◆
◆ 

「
究
極
の
日
本
酒
を
味
わ
う
会 
 
 

秋
田
の
杜
氏
が
大
集
合
」 
 

清
酒
鑑
評
会 
 
 
 

出
品
酒
パ
ー
テ
ィ
ー
開
催 

日 

時 

２
０
０
８
年
３
月
19
日(

水) 

時   

間 

午
後
６
時
開
会 

          (

受
付
午
後
５
時
30
分
〜
）  

場 

所 

秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル 

会 

費 

６
，０
０
０
円 

内   

容  

・
山
内
杜
氏
に
よ
る
本
物
の
酒
屋
唄
を

ご
披
露
い
た
し
ま
す
。 

・
ホ
テ
ル
の
コ
ー
ス
料
理
と
究
極
の
日

本
酒
を
準
備
し
て
お
り
ま
す
。 

・
当
日
は
参
加
し
た
蔵
元
の
出
品
酒

を
全
て
ご
試
飲
で
き
ま
す
。
席
は
全
て

着
席
で
す
（
全
席
指
定
）  

定 

員 

３
０
０
名(

定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す)  

申
込
み
先   

秋
田
県
酒
造
協
同
組
合 

     U
R
L
  h
ttp
://w
w
w
.o
sake.o

r.jp
/ 

℡
：
０
１
８-

８
６
３-

６
４
５
５ 

◆
◆
◆ 

試
飲
会
の
ご
案
内 

◆
◆
◆ 

１
／
９
日
〜
15
日 

◎
西
武
百
貨
店
【
池
袋
店
】 

 

地
下
１
階
食
品
部
和
洋
酒
売
場
に
て
試
飲

即
売
を
行
い
ま
す
。 

こ
の
時
期
お
す
す
め
の
し
ぼ
り
た
て
生
酒
や

限
定
酒
等
を
含
め
10
種
類
の
お
酒
を
準
備

し
て
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

弊
社
か
ら
は
、
担
当
営
業
の
佐
藤 
博
輝（
鳥

海
町
出
身
）が
お
邪
魔
し
て
お
り
ま
す
。 

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

込
む
ほ
ど
真
剣
な
人
だ
っ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。 

天
寿
の
歴
史 

 

 
 
 

杜
氏
の
系
譜
―
（
２
） 

  
 
 
 

  

代
表
取
締
役
会
長 

 
 
 
 
 

    

六
代
目 

大
井 

永
吉 

  

秋
田
県
が
酒
質
の
向
上
を
図
る
た
め

兵
庫
県
に
杜
氏
推
薦
を
要
請
し
、
明
治

二
〇
年
に
来
県
し
た
鷲
尾
久
八
。
彼
は

県
内
各
地
で
技
術
指
導
を
し
た
が
、
主

に
矢
島
地
区
で
醸
造
法
改
良
の
傍
ら
授

業
を
行
い
、
明
治
三
〇
年
代
に
矢
島
酒

の
名
声
を
挙
げ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

（
秋
田
の
杜
氏
） 

 

一
、
真
綿 

 
 
 

二
把 

昨
秋
以
来
醸
酒
ノ
改
良
ニ
従
事
ス
ル
コ

ト
数
ヶ
月
其
間
佶
据
勉
励
為
メ
ニ
頗
ル

良
結
果
ヲ
呈
セ
リ
其
功
労
寡
カ
ラ
ス
聊

カ
寸
志
ヲ
表
ワ
シ
テ
之
ヲ
贈
ル 

 
 
 
 
 
 

明
治
二
四
年
四
月
五
日 

 
 
 
 
 
 

秋
田
県
羽
後
由
利
郡
矢
島
町 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

矢
島
酒
造
組 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大 

井 

清 

造 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

武 

田 

吉 

郎 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

須 

貝 

太
郎
蔵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大 

井 

与
四
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

土 

田 

安 

吉 

鷲 

尾 

久 

八 

殿 

こ
れ
は
指
導
へ
の
感
謝
状
で
あ
る
が
、

そ
の
翌
年
も
矢
島
に
来
て
酒
造
技
術

を
指
導
し
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

兵
庫
県
摂
津
国
有
馬
郡
母
子
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鷲 

尾 

久 

八 

殿 
 
 
 
 
 

当
組
合
ノ
嘱
託
ニ
応
シ
改
良
酒
醸
造

ニ
従
事
シ
全
ク
善
良
ノ
功
ヲ
奏
シ
タ

ル
ハ
当
組
合
ノ
甚
タ
満
足
ス
ル
所
ニ

シ
テ
深
ク
感
謝
ニ
堪
ヘ
ス
今
般
帰
県

ニ
当
リ
其
功
ヲ
賞
シ
併
テ
謝
意
ヲ
表

セ
ン
カ
為
メ
金
五
円
ヲ
贈
与
ス 

 
 

   

明
治
二
十
五
年
三
月
二
十
五
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

   

秋
田
県
由
利
郡
矢
島
酒
造
組
合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

   

（
以
上
大
井
文
書
） 

 

こ
の
よ
う
に
鷲
尾
の
指
導
に
対
し

そ
の
功
績
に
対
し
深
く
感
謝
し
て
い

る
。
三
代
目
永
吉
（
与
四
郎
）
は
酒
造

技
術
に
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
よ
う
と

鷲
尾
久
八
に
長
男
亀
太
郎
を
つ
け
て

技
術
を
学
ば
せ
、
明
治
二
四
年
に
卒
業

免
状
を
手
に
し
て
い
る
。
矢
島
の
各
蔵

元
は
科
学
的
製
造
技
術
が
進
め
ら
れ

た
明
治
末
期
に
先
駆
け
灘
の
技
法
を

導
入
実
施
し
た
の
で
あ
る
。 

（
三
―
１
に
前
出
） 

亀
太
郎
は
自
分
の
蔵
の
ほ
か
、
妻
の
実

家
《
玉
泉
》
と
弟
の
婿
入
り
先
《
富
士

川
》
も
指
導
し
な
が
ら
手
伝
い
難
儀
を

し
て
い
る
。
夜
の
仕
事
が
多
い
当
時
の

酒
造
り
で
、
酒
蔵
の
中
に
布
団
を
持
ち

天寿の歴史
（六）ー6

手製の帳面に「改良実施酒造秘書」「秘

書」などとして明治二十一年から二十四

年に書き残している。＝亀太郎の記録 

四
代
目
永
吉
（
亀
太
郎
）
肖
像 


